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秋田県における

市販魚類の腸災ビブリオによる

汚染について。

秋田県衛生科学研究所

I はじめに

1950年大阪市に発生したシラス中毒事件で藤野博士が

分離命名した Pasteurellaparahaemolytica菌は， 1955

年の夏国立横浜病院内に集国発生した食中毒の際，滝川

博士らによってその好塩性が確認され急速に食中毒原因

菌としてクローズアップするに至り，いわゆる病原性好

菌としての重要性が窮識されるに至った。

1961年厚生省は，その検査要領を示し1962年には本菌

の全国分布調査要領，生態調査指針を定め全国組識によ

る調査を開始， 1962年第17回日本細菌学会，関東支部総

会においては坂崎博士の提案による病原性好塩菌を学名

Vibrio. parahaemolyticus となりその和名は，腸炎ヒ令

プリオ（福見1963年）と呼ばれることになったのは周知

のとおりである。

海洋をふるさとといわしめる腸炎ビブリオは，近海産

の魚介類等よって陸上にもちこまれ，食品の汚染，中毒

の因が考えられるものであり，この腸炎ヒ＇プリオの分布

調査について私共は， 1964年より1965年におよび由利海

岸一帯の海水，魚類等について既に報告したとおり，検

体の10~13％に腸炎ビプリオを検出したところであるが

更らに1966年には消費者の窓口となる市販魚類の店頭の

腸炎ピプリオ汚染状態を調査するため県内4市内の魚類

販売店先より，管内保健所の応援を得て5,7, 9月の

3回600尾の魚類を収去し，その体表，臓器に 1200検体

につき細菌学的検査を実施，体表より 7％臓器より14.3

％に当る腸炎ヒ＇プリオ（亜群 2)を分離することが出来

たのでそのあらましを報告する。

金 鉄 郎
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1 調査地区および実施期は 1表のとおり秋田，大曲

能代，男鹿の4市，特に市内の中心部を選び， 5,7, 

6月の各3回延12回，各地区検体の採取は 1回につき50

尾．計600尾を体表．臓器別として1200検体を検査資料

とした。

l表

市販魚類の検体採取時の気象（1966年）

雷 5 月 7 月 9 月 1備

畠区＼日 1天候1気口日 1天候1気淵日 1天候！気混考

秋田 I16雨匠I181曇圧I201晴 I22"c長

大曲 1231晴 I13| 26曇 l25.5| 61晴 l261 ~ 
男鹿 I231晴 I12J 19雨 2.31 13晴 125| ク

能代 I171曇 l10| 51曇 l17| 271雨 I2̂1 ケ

::110℃~13・c I汀c~25.5•CI 20℃~26・c I伍
26C 
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2表

市販魚類の「腸炎ビブリオ」検出成績
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臓器29株（14.5%)9月は体表10株 (5%)臓器35株（

. 17.5%)計，体表42株 (7%)臓器86株 (14.3%)平均

10.6％の検出率であった。

2 その主な魚類別表は3表のとお、りで，体表面では

エビ，タコ，イカ，カワハギ，イワシ，ワカサギなど高

率であり，臓器からは，イカ，サンマ，ハタハタ，エビ

トピウォ，テリなど高率であったC

3表

魚類別腸炎ビプリオ検出成績

魚 類

ハタハタ

夕 ナ

カ▲ワハギ

テ

キ ス

゜エ ビ 4
 5

 夕 コ 2
 10 
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A)体表面検査法は， 3％食塩水で魚体をよく洗い予
め倍量となるよう調製したペプトン水 (3'¼,NaClが 2

倍濃厚ペプトン水） 10m£にこの洗漉液10m£を加える

37"C1B時間培養後BTBテイポール寒天平板に分離37C

20時間培養，発生した集落を選び諸性状検査を行った。・

B)臓器の検査については，えら，消化器等の一部分

切りとり，これを3％食塩加ペプトン水1om.e中に投入

体表洗滴と同じよう増菌，分離培養の同一手法で行った

C)その他の諸性状については，厚生省の検査要領に

従って行ない特殊培地⑥改良培地）等は使用しなかった。

又，マウスの毒性試験は． 3％食塩加ペプトン水10m.e

に20時間培養その上澄液o.2sm.eを159以上のマウス 2

匹に腹腔内注射5日間経過観察したものである。

III 検査成績

. 1 腸炎ピプリオ検出数は2表のとおり 5月は体表25

株 (12.5)臓器22株（11.0o/,,) 7月は体表7株(3.5%)
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3 その主な生物学的諸性状は4表のとおり，セ 0ピ

オーゼの分解．ゼラチン液化等に若千所見の異なるもの，

の他は，特異株は見られなかった。

4 これらの生物学的性状からの生物型分類の結果5

表のとおり，いずれも生物型2 （亜群2)であり，マウ

スに対する毒性については，その殆んどが発症約61％こ

れを斃死させた。
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4表

分離菌の主なる生物学的性状 --9 l—l—lーニ—,_
5 

＼ 性状
• 体表 臓器

陽性1陰性 陽性1陰性
好 塩 性 42 86 

NaCl 
7% I 42 I -1 86 I 

酎容性
10¾ • 31 11 47 39 

V. P.反応I41 1 I 76 I 10 
白糖分解I42 I 86 | 
アラビノーゼ 15 27 14 72 

セロビオーゼI11 31 39 47 

グラム染色 42 86 

運 動 性j 42. . 86 

ィシドール臨 1̀42 _ 86 

硫化水素 42 86 

チトクローム酸化 42 86 

ヒユレ
プドー糖I42 I -I -86 I 

フソン
醗 酵I42 _ | 86 1 

試験
ガ 42 I -1 ス 86 

硝 酸 塩 l 42 , _ | 86 
ジヨルダン 42 I 84 l 2 
ゼラチン液化 39 3 83 3 

5表

分離菌株の生物型および動物試験成績

地区別分離用1体株表本I臓別器
生物型 マウス毒性
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w 考 察

1964年由利海岸一帯の腸炎ビブリオ調査に際して私共

は魚類より約10.3％の腸炎ビプリオを分離出来たが，今

回の市販魚類の店頭における汚染調査の結果は，ほぽこ

れに等しい10,6％の検出で前回と大差が認められなかっ

た。たゞし前回は魚類26の分離株中，生物型1が5株
(19.2%)を示めておったが，今回の調査では生物型1

は分離出来な加った。検体採取の地区，気象条件による

分離数は特に差異が認められなかった。

その体表面7％に比較して臓器は2倍の14.3％は興味

あることでこれは輸送から販売まで殆んど氷漬けの適切

な処置がなされていることの，あらわれであると考えら

れる。

又，小魚，プランクトンを餌食とするハタハタ，イカ
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サンマ，トビウオ，エピ等よりの20％以上の検出を見た

ことも注目出来るものであった。

以上の市販店頭の魚類調査の結果，腸炎ビプリオの検

出は当初の予想よりはるかに低く然も生物型1が全く検

出されなかったことは最近の秋田県の腸炎ビプリオによ

る食中毒の発生数（6)に比例する 1因とも考いられる

ものがあった

6表

秋田県における食中毒発生件数

および腸炎ヒ＇プリオ件数

食中毒件数 I 罹 患 数
年度

（腸炎ビブリオ数） （腸炎ビプリオ数）

43 件 473 人
36 

(2) (23) 

23 301 
・37 

(1) (42) 

49 320 
38 

(31) (169) 

39 307 
39 

(12) (70) 

25 316 
40 

(9) U07) 

16 275 
41 

(4) t45) 

（秋田県環境衛生課調）

V むすび

腸炎ビプリオの自然界分布について過去2年間は由利

海岸の海水および魚類の調査を実施し引き続き今回は県

内4市内の店頭調査を実施して秋田県における腸炎ピプ

リオ分布のおおよそを知ることが出来たのであり，本調

査のため御協力を頂いた各保健所に深く感謝を申上げた

い。
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